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１． 校内情報システム構築の目的 

校内情報システムは、生徒が授業や学校生活における情報活用の実践を通して、

情報の科学的な理解、情報社会に参画する態度などを学ぶ情報教育全体を支援する

と同時に、多様な学習内容・学習形態に対応した教職員の教育業務に関わる処理の

効率化をすすめることを目的とする。 

校内情報システムの構築・運営においては、PFI 導入により事業者の持つノウハ

ウが活用された機能的で弾力的な高い水準が期待される。 

 

２． 基本方針 

2.1 耐用期間 

校内情報システムの耐用期間は5年3ヶ月とする。校内情報システムの初期導入、

5 年 3 ヶ月の維持管理および 5 年 3 ヶ月経過時点の廃棄を PFI 事業の対象とする。 

 

2.2 構築方針 

校内情報システムは耐用期間内において必要なサービスを、セキュリティ、信頼

性、運用性（応答性）を確保し実現するものとする。 

校内情報システムでは、日常的な運用面における無駄を省くため教職員用 PC を

原則としてノートタイプとし、職員室や特別教室の準備室における教材準備などと

普通教室における授業を１台の PC で行う。このため、共有情報へのアクセスをこ

れらの教室から柔軟に行えるLANおよび情報コンセントなどのLANへの接続環境を

実現する。 

セキュリティなどの確保については、適切なシステム性能（ハード・ソフト）を

備えるのみでなく、利用者教育、日常的なシステム管理などの運用面の対策を加え

て、安全な校内情報システムを実現する。 

ハード・ソフトの選定において、利用内容に対応した必要要件を満たす複数の選

択肢がある場合は、コストパフォーマンスのすぐれた製品を採用することを原則と

する。 

以下に各教室での主要な利用内容を示す。 

 

（１）教室ゾーン 

① 普通教室 

授業を中断することなく、教材の提示や生徒発表などの情報端末として授業に

活用する。また、メール交換やビデオ会議による交流校との交流、修学旅行の準

備などに利用する。当面は教師と生徒代表が PC を利用するが、将来的には、普通

教室にも生徒一人一人が１台の PC を利用することもある。 

 

（２）メディアゾーン 

① CAI 教室・準備室 

情報 Bの授業での活用（注１）、Web ブラウザ、メーラ、表計算ソフト、ワープ

ロソフト、データベース処理ソフト、プレゼンテーションソフト、画像処理ソフ

ト等を利用した情報の収集、処理、公開・伝達の仕方、情報を扱う上での心構え

の学習。Web ページの参照・公開、メール交換の実習。これらに関する教材配布・

作品回収、個別遠隔指導、小テスト、アンケート調査の実施を行う。 

情報 B以外の授業でも適宜利用する。 
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・理科社会：教材ソフトを用いた各種実習、インターネットを利用した関連情

報の収集・交換 

・保健体育：インターネットを利用した保健相談、医療情報の収集・交換、画

像処理による運動の理解に利用する。 

・芸術系：芸術作品の作成、芸術作品データベースの利用、作品の Web 公開に

利用する。   など 

昼休み・放課後は監督教師の指導の元に生徒に開放する。 

CAI 教室の利用は１教室あたり 50 人程度とする。 

② 図書館・書庫・事務室 

 マルチメディアライブラリ閲覧、所蔵情報の全校内からの検索・予約に利用す

る。 

③ 音楽教室および準備室 

授業を中断することなく、教材の提示や生徒発表などの情報端末として授業に

活用する。当面は教師と生徒代表が PC を利用する。 

 

（３）特別教室ゾーン 

① 特別教室および準備室 

授業を中断することなく、教材の提示や生徒発表などの情報端末として授業に

活用する。当面は教師と生徒代表が PC を利用する。 

 

（４）多目的ホール棟 

① 多目的ホール 

講演・発表会でのインターネット利用や、生徒が日常的に進路情報・教育情報

を自由に収集できるスペースを設ける。 

 

（５）管理ゾーン 

① 進路指導室 

進路情報の Web ページ検索に利用する。 

② 就職指導室・ガイダンス室・人権指導室・カウンセラー室 

 関連する Web ページ検索に利用する。 

③ 校長室・職員室・事務室 

インターネットに接続し教育情報の収集・交換、授業教材の準備、試験問題の

作成、生徒からのレポート回収、教育関係機関との連絡などを行う。 

④ 教材研究室 

教職員が各自の机では作業しきれない教材の準備作業などを行う。 

⑤ 職員室内の成績入力ブロック 

生徒の成績処理や入試関連資料管理・共有、帳簿類のペーパレス化についてセ

キュリティを確保しつつ実現する。 

⑥ 電算室 

成績処理ソフトの開発や情報教育支援などを行う。 

 

（６）その他 

全生徒・職員にメールアドレスを配布し、各教室、CAI 教室からレポートのオン

ライン提出や意見交換、個別学習指導を行う。 

また、校内における連絡、会議室予約、生徒、職員宅との日常・緊急連絡、欠席
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届などにも利用する。 

 

2.3 構築の実施 

 

（１）実施設計の実施 

本要求水準書の要件に従い、システムの耐用期間で予測可能な技術動向を考慮

して実施設計を行う。技術革新による見積時点での基本設計に対する見直し可能

項目が発生している場合は、その内容（ネットワーク機器仕様および数量、接続

機器仕様および数量、設置工事・機器設定仕様、保守内容など）を明らかにし市

担当者と協議を行い、最新の技術に対応した設備により全体システム構成、論理

ネットワーク構成、物理ネットワーク構成を見直すものとする。 

また、実施設計においては、セキュリティ確保、サービス実現手法・手順に

ついて、想定される問題点と対応策（方針）について明確にし、設計図書にその

内容を含めて記述すること。 

 

（２）提出物 

１）全体システム構成図 

２）論理ネットワーク構成図 

３）物理ネットワーク構成図 

４）検討書 

①セキュリティ課題と対策検討書 

市高で想定されるセキュリティ課題とその対策について解説した書類 

②性能課題と対策検討書 

サービス内容と提案される建物教室配置を考慮して想定される性能面の

検討課題と対策について解説した書類 

５）機器仕様および数量 

①ネットワーク機器 

②サーバおよび端末機器等 

○インターネット接続関連 

○生徒一般用機器 

○職員業務用機器 

③ソフトウェア数量 

○インターネット接続関連 

○生徒一般用機器 

○職員業務用機器 

６）各種図面 

①機器配置図 

②機器実装図 

③電源系統図（アイソメ図含む） 

④通信系統図（アイソメ図含む） 

⑤配線・配管図 

７）保守計画（SLA： Service Level Agreement に準じた記述） 

①保守体制 

②保守手法 

③保守内容 
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８）利用者教育用資料 

①セキュリティポリシィ 

②利用マニュアル 

③利用者教育計画 

 

３． 校内情報システムの要件 

校内情報システムのサービス内容を実現するために必要な、校内情報システムの

主な要件を示す。 

 

3.1 校内情報システムの構成 

校内情報システムは以下の４つから構成される。 

① 校内 LAN 

校内 LAN は、インターネットとの接続を行い、生徒一般の授業・学校生活、

教職員の学校業務に必要なネットワーク環境を提供する。 

校内 LAN のネットワークの論理構成例を別紙―１に示す。また、校内 LAN に

接続する主要な機器の一覧を別紙―２に示す。 

 

② 生徒一般用教育システム 

日常の授業や学校生活において必要な情報の蓄積、検索などを行うシステム。

教職員以外に、教職員の指導の基で一般生徒も利用する。 

一般教室、特別教室および準備室、CAI 教室・視聴覚室、講義室、図書館、

進路指導室、人権教育室、就職指導室、ガイダンス室、カウンセラー室、教材

研究室、セミナー室、会議室、多目的ホール（控え室・調整室・ステージ）を

利用対象範囲とする。 

 

③ 職員業務用システム 

教材作成、試験問題作成などの教育業務に関わる情報の蓄積、検索などを行

うシステム。教職員のみが利用する。 

校長室・職員室、事務室、電算室を利用対象範囲とする。 

 

④ 成績処理用システム 

生徒の成績や教職員の個人情報などの学校業務に関わる重要情報の蓄積、検

索などを行うシステム。物理的に独立したネットワーク上で、教職員のみが利

用する。 

職員室内の成績入力ブロック、電算室を利用対象範囲とする。 

 

3.2 校内情報システム構成別要件 

3.2.1 校内 LAN  

3.2.1.1 校内 LAN の分類 

校内 LAN は、サービス内容から以下の５つの部分に分類する。 

（１）インターネット接続部（LAN0：外部接続用 LAN、DMZ） 

生徒・職員がインターネットでのメールの送受信や情報の収集・発信が行え

るように、外部からの不法な進入を阻止したうえで、安全かつ円滑にインター

ネットに常時接続を行う。 
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（２）ネットワーク管理部 

校内 LAN をセキュリティレベルで区分し、各区分間の不正アクセスを防止す

る。また、校内 LAN 全体の稼働状況の監視や接続機器のアドレス管理などを行

う。 

 

（３）生徒一般用 LAN（LAN1） 

生徒・職員が日常的に利用し、校内での情報共有や校外との情報交換を行う

ための LAN である。 

 

（４）職員業務用 LAN（LAN2） 

教職員が教材作成や試験問題作成などに利用し、教職員内での情報共有や校

外関係機関との情報連携を行うための LAN である。 

 

（５）成績処理用 LAN（LAN3） 

教職員が生徒の成績処理に利用し、他の LAN とは接続されず独立した個人情

報保護のための LAN である。 

 

3.2.1.2 校内 LAN の要件 

校内 LAN の要件を、５つ分類毎に以下に記す。 

（１）インターネット接続部（LAN0：外部接続用 LAN、DMZ） 

（1.1） 要件概要 

生徒・職員がインターネットでのメールの送受信や情報の収集・発信（Web

検索、Web 情報公開、特定の接続相手とのビデオ会議、職員・生徒自宅との連

絡など）を安全かつ円滑に行えるように、外部からの不法な進入は阻止したう

えで、インターネットとの常時接続を行う。 

 

（1.2） 機能的要件 

① 生徒一般用 LAN および職員業務用 LAN からインターネットに広帯域で常時

接続可能なブロードバンド回線（ADSL、FTTH、LGWAN 等）と接続する機能

を有すること。 

② 校内 LAN の内部構成（機器アドレス）が外部から参照されない機能を有す

ること。 

③ インターネットからのアクセスを監視し、校内 LAN への不正な侵入を防止

する機能を有すること。 

④ インターネットからの不正なアクセスを検知した場合は記録を残し、管理

者へ通知する機能を有すること。 

⑤ 特定接続先との通信が第三者に傍受されない機能を有すること。 

⑥ 外部からのウィルス侵入を防止するために、ウィルスの検出、管理者への

通知、ウィルス駆除を行える機能を有すること。 

⑦ 校内 LAN（生徒一般用 LAN および職員業務用 LAN）からの不適切なサイトへ

のアクセスを禁止できる機能を有すること。 

⑧ 重要な情報を優先的に通信できるように、データの優先制御が行える設定

機能を有すること。 

⑨ ネットワーク異状に対し速やかに対応できるよう、ネットワーク機器を監

視する機能を有すること。 
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（1.3） 性能的要件 

① インターネットとの接続に使用するブロードバンド回線の実行速度を低下

しない性能を有すること。 

② 全校の生徒・職員がインターネットに同時にアクセスできる性能を有する

こと。 

③ 全校の生徒・職員がインターネットに同時にアクセスした場合でも、機能

的要件を満足できる通信のセッション管理が行える性能を有すること。 

④ 機能的要件で記述されている監視項目に異常が発生した場合、管理者にで

きる限り速やかに通知する性能を有すること。 

 

（1.4） その他要件 

① インターネット接続は、接続事業者を経由することもできる。接続事業者

を経由する場合には、接続事業者との接続に必要な条件を抽出し設定する

こと。また、接続事業者とネットワークのセキュリティに係わる分担につ

いても調整を行い、信頼性とセキュリティを満たす接続を実現すること。 

② 回線・通信機器障害時および復旧時のサービス停止を最小限に押さえるな

どの迅速な障害対応の対策がとれること。 

③ 運用・保守業務の軽減を図るため、ネットワーク機器に関しては設定が容

易なものを選定すること。 

 

（２）ネットワーク管理部 

（2.1） 要件概要 

校内 LAN をセキュリティレベルで区分し、各区分間の不正アクセスを防止す

る。また、校内 LAN 全体の稼働状況の監視や接続機器のアドレス管理などを行

う。 

 

（2.2） 機能的要件 

① 校内 LAN 内におけるセキュリティレベルを区分し、区分された LAN 間の通

信制御が行える設定機能を有すること。 

② 校内 LAN は物理的に接続される生徒一般用 LAN（LAN1）、職員業務用 LAN

（LAN2）について、それぞれの要件に対応した管理を行う機能を有すること。

また、物理的に切り離された成績処理用 LAN（LAN3）についても、将来的に

管理できる余地を残すこと。 

③ 重要な情報を優先的に通信できるように、データの優先制御が行える設定機

能を有すること。 

④ 校内 LAN に接続する機器のアドレスを管理し、必要に応じて自動配布する機

能を有すること。 

⑤ 校内 LAN を構成するネットワーク機器の稼働状況を常時監視・記録し、異常

負荷の発生や障害の発生を検知し、管理者へ通知する機能を有すること。 

⑥ 校内 LAN には、決められた PC のみ接続可能とする（校外から持ち込んだ個

人の PC などの接続は MAC アドレスの対比などで接続拒否できるよう対応す

る）。 

 

（2.3） 性能的要件 
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① 全校の生徒・職員による校内サーバやインターネットへの同時アクセスの監

視に対応できる性能を有すること。 

② 全校の生徒・職員が校内サーバやインターネットに同時にアクセスした場合

でも、機能的要件を満足できる通信のセッション管理が行える性能を有する

こと。 

③ 授業における情報検索等で、特定サーバへのアクセス集中によるレスポンス

低下を起こさない性能を有すること。 

④ 機能的要件で記述されている監視項目に異常が発生した場合、管理者に速や

かに通知する性能を有すること。 

 

（2.4） その他要件 

① 回線・通信機器障害時および復旧時のサービス停止を最小限に押さえるなど

の迅速な障害対応の対策がとれること。 

② 運用・保守業務の軽減を図るため、ネットワーク機器に関しては設定が容易

なものを選定すること。 

 

（３）生徒一般用 LAN（LAN1） 

（3.1） 要件概要 

生徒個別のデータ蓄積領域に接続し、授業での成果物などを保存できる。ま

た、インターネットを通してインターネット上の情報にアクセスすることがで

きる（生徒一般用 LAN の接続口および接続された機器は、教職員の指導の元で

生徒も自由に利用することができる）。なお、生徒一般用 LAN 上の PC について

は、その動作状況を事項に示す職員業務用 LAN 上の機器から監視が行え、さら

に起動・停止などのコントロールを行うことができる。 

 

（3.2） 機能的要件 

① インターネットを利用することでメールの送受信、Web 検索、特定の接続相

手とのビデオ会議、動画像情報の閲覧、職員・生徒自宅との連絡などのサー

ビスが実現できる機能を有すること。 

② 校内 LAN の内部構成（機器アドレス）が外部から参照されない機能を有する

こと。 

③ 特定接続先との通信が第三者に傍受されない機能を有すること。 

④ 校内 LAN 内におけるセキュリティレベルを区分し、区分された LAN 間の通信

制御が行える設定機能を有すること。 

⑤ 重要な情報を優先的に通信できるように、データの優先制御が行える設定機

能を有すること。 

⑥ 同一の動画像を複数の PC 端末で同時に閲覧する場合でも、ネットワーク資

源を有効に活用できる動画像配信の設定機能を有すること。 

⑦ ネットワーク異状に対し速やかに対応できるよう、ネットワーク機器を監視

する機能を有すること。 

 

（3.3） 性能的要件 

① 全校の生徒・職員がインターネットに同時にアクセスできる性能を有するこ

と。 

② 授業における情報検索等で、特定サーバへのアクセス集中によるレスポンス
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低下を起こさない性能を有すること。 

③ CAI 教室、一般教室からのマルチメディアコンテンツ利用、ビデオ会議利用

時にも授業の流れを妨げない性能を有すること。 

④ 機能的要件で記述されている監視項目に異常が発生した場合、管理者にでき

る限り速やかに通知する性能を有すること。 

 

（3.4） その他要件 

① 回線・通信機器障害時および復旧時のサービス停止を最小限に押さえるなど

の迅速な障害対応の対策がとれること。 

② CAI 教室関連の機器は同一のネットワークグループに配置し、他のグループ

からの不正なアクセスができないよう設計すること。 

③ 普通教室・メディア・特別教室・多目的ホール棟・研修・管理の各ブロック

における部屋毎の情報コンセント数については、ネットワーク構成および機

能・性能を十分に検討した上で提案すること。 

④ 運用・保守業務の軽減を図るため、ネットワーク機器に関しては設定が容易

なものを選定すること。 

 

（４）職員業務用 LAN（LAN2） 

（4.1） 要件概要 

授業に使う教材作成や、試験問題の作成など教職員だけが利用できる。また、

インターネットに接続し、教職員が必要な情報収集を行える。外部からの不法

な進入だけでなく、教職員以外の進入も阻止する。職員室、校長室などの一部

の限定された範囲でのみアクセスできる。（職員業務用 LAN の接続口および接

続された機器は、設置場所も併せて鍵などで管理され、関係者（教職員）以外

の利用は行えない。） 

 

（4.2） 機能的要件 

① 外部からのウィルス侵入を防止するために、ウィルスの検出、管理者への通

知、ウィルス駆除を行える機能を有すること。 

② 生徒一般用 LAN 上の PC については、その動作状況を事項に示す職員業務用

LAN 上の機器から監視が行え、さらに起動・停止などのコントロールを行う

ことができる機能を有すること。 

③ 校内 LAN の内部構成（機器アドレス）が外部から参照されない機能を有する

こと。 

④ 生徒一般用 LAN からのアクセスを監視し、職員業務用 LAN への不正な侵入を

防止する機能を有すること。 

⑤ 生徒一般用 LAN からの不正なアクセスを検知した場合は記録を残し、管理者

へ通知する機能を有すること。 

⑥ 特定接続先との通信が第三者に傍受されない機能を有すること。 

⑦ 校内 LAN 内におけるセキュリティレベルを区分し、区分された LAN 間の通信

制御が行える設定機能を有すること。 

⑧ 重要な情報を優先的に通信できるように、データの優先制御が行える設定機

能を有すること。 

⑨ 同一の動画像を複数の PC 端末で同時に閲覧する場合でも、ネットワーク資

源を有効に活用できる動画像配信の設定機能を有すること。 
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⑩ ネットワーク異状に対し速やかに対応できるよう、ネットワーク機器を監視

する機能を有すること。 

 

（4.3） 性能的要件 

① 全校の職員がインターネットに同時にアクセスできる性能を有すること。 

② 機能的要件で記述されている監視項目に異常が発生した場合、管理者にでき

る限り速やかに通知する性能を有すること。 

 

（4.4） その他要件 

① 回線・通信機器障害時および復旧時のサービス停止を最小限に押さえるなど

の迅速な障害対応の対策がとれること。 

② 普通教室・メディア・特別教室・多目的ホール棟・管理の各ブロックにおけ

る部屋毎の情報コンセント数については、ネットワーク構成および機能・性

能を十分に検討した上で提案すること。 

③ 運用・保守業務の軽減を図るため、ネットワーク機器に関しては設定が容易

なものを選定すること。 

 

（５）成績処理用 LAN（LAN3） 

（5.1） 要件概要 

成績処理用 LAN はセキュリティを重視し、運用上の不便さが生じる可能性は

あるが、生徒一般用 LAN および職員業務用 LAN から完全に分離し（他の LAN と

は物理的に一切接続しない）、成績の入力、処理、出力のみをおこなう。成績

処理用 LAN は職員室の一部と電算機室で利用できる。（成績処理用 LAN の接続

口および接続された機器は、設置場所も併せて鍵などで管理され、教職員以外

の利用は行えない。） 

 

（5.2） 機能的要件 

① 成績処理用 LAN の内部構成（機器アドレス）が外部から参照されない機能を

有すること。 

② 成績処理用 LAN への不正なアクセスを検知した場合は記録を残し、管理者へ

通知する機能を有すること。 

③ 特定接続先との通信が第三者に傍受されない機能を有すること。 

④ 重要な情報を優先的に通信できるように、データの優先制御が行なえる設定

機能を有すること。 

⑤ 成績処理用LANを構成するネットワーク機器の稼働状況を常時監視・記録し、

異常負荷の発生や障害の発生を検知し、管理者へ通知する機能を有すること。 

 

（5.3） 性能的要件 

① 職員の成績処理業務に支障をきたさない性能を有すること。 

② 機能的要件で記述されている監視項目に異常が発生した場合、管理者にでき

る限り速やかに通知する性能を有すること。 

 

（5.4） その他要件 

① 回線・通信機器障害時および復旧時のサービス停止を最小限に押さえるなど

の迅速な障害対応の対策がとれること。 
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② 運用・保守業務の軽減を図るため、ネットワーク機器に関しては設定が容易

なものを選定すること、ただし、成績処理用 LAN ではリモートメンテナンス

は行わないものとする。 

 

3.2.2 生徒一般用教育システムの要件 

生徒一般用教育システムは別紙―１に示す生徒一般用 LAN に接続する機器で

構成される。生徒一般用教育システムの要件は以下のものとする。 

 

（１）機能的要件 

（1.1）情報共有機能 

① 生徒各自が利用する教材や作成物を、個々の生徒が個別に管理できる領域を

確保する機能を有すること。この領域は個別の PC に依存せず、個人領域への

アクセスは権限を有する利用者（生徒本人および教職員）のみと可能とする

こと。 

② 各 PC から個人のスケジュール管理を行えるよう、利用者が個人のスケジュー

ルを検索し、登録・変更・削除できる機能を有すること。個人スケジュール

は、権限を有する利用者のみ登録・変更・削除ができること。 

③ 校内全体で情報の共有を行うために、教職員・生徒全員で参照でき自由に書

き込める電子掲示板が利用できる機能を有すること。 

④ 職員・生徒全員が学校のスケジュール把握するために、利用者が学校行事等

のスケジュールを検索し、参照できる機能を有すること。学校スケジュール

は、権限を有する利用者のみ登録・変更・削除ができること。 

⑤ 各 PC から学校内貸出可能な図書等の予約を行えるよう、利用者がオンライン

で所蔵品等を検索し、予約・変更できる機能を有すること。 

 

（1.2）管理・制御機能 

① 生徒および職員が利用する PC については、サーバにログインすることで利用

者の権限が一元的に管理できる機能を有すること。 

② 生徒が自由にソフトウェアを PC にインストールできないよう、サーバで利用

者権限をもとに制御する機能を有すること。 

③ 生徒が利用する PC については、個々の稼働状況（どの部屋で誰が利用してい

るかなど）が職員室の専用の PC から確認でき、さらに個々の PC または、グ

ループ化された PC の起動・停止がリモートで行える機能を有すること。 

④ CAI 教室の各 PC の利用状況（表示画面内容）を CAI 教室の教師用 PC からモ

ニタできること。 

⑤ CAI 教室の教師用 PC から CAI 教室の各 PC へ、ファイルの転送、アンケート・

テストの実施が行えること 

⑥ CAI 教室のプロジェクタには教師用の PC、生徒用の PC およびビデオが切り替

え表示できること。 

⑦ オンラインによるサーバからのソフトウェア自動インストール、自動アップ

デートの対応が行える機能を有すること。 

 

（２）性能的要件 

① ソフト立ち上げ、データ処理が特定のサーバに集中して応答性が悪化し授業

の流れを妨げることがない性能を有すること。 
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② 授業で用いるソフトウェアが各 PC 端末でスムーズに実行できる性能を有す

ること。 

例：２次元の画像処理、３次元の簡単なアニメーション処理等がスムーズに行

えること。 

③ 各 PC 端末でのインターネットを利用した情報収集などに支障をきたさない

性能を有すること。 

④ CAI 教室の PC の状態監視を授業の流れを妨げずにスムーズに行える性能を

有すること。 

 

（３）ソフトウェア要件 

授業に用いるソフトを必要数（ライセンス）準備し、サーバまたは PC 端末（CAI

教室、CAI 準備室、図書館、書庫、生徒会室）にインストールすること。 

主要な必要ソフトウェアは以下のものである。なお、以下に示すソフトは、

現在市高で使用しているソフトであり、提案時には同ソフトの最新版を提案す

ること。また、必要数量を別紙―２に示す。 

・Microsoft Office 2003 Pro、FrontPage2003、Encarta2004 

・Justsystem 一太郎 2004、花子 2004 

・アドビ  PhotoshopCS および Elements、IllustratorCS 

  PremiereCS および LE 

・コーレル Painter8 

・NEC  NetgroupManager 

・その他  PCSEMI(NEC)制御ソフトと同等機能を持つもの 

PC を再起動することにより、直前の環境に復帰できる

ソフトウェア 

 

ソフトウェアの選定については、市担当者と協議の上で行うこと。 

市高ですでに保有しているソフトウェアは、原則として最新バージョンへの

アップグレードを行い、残り必要数の新規購入を前提とする。 

但し同様な機能を有し、操作性が優れたソフトウェアがある場合は、市担当

者との協議の上、新たなソフトウェアを導入することも可能とする。 

特に既に製造中止となっている製品に関しては、機能面よりも操作性面を重

視し、新規ソフトウェアを提案すること。 

市高がすでに保有しているソフトウェアは以下の通り。 

・Microsoft  アカデミックオープンライセンス 

Office XP Pro  42 ライセンス 

FrontPage2002   2 ライセンス 

Encarta2001  41 ライセンス＋ 1 パッケージ 

・Justsystem J-ライセンス エディション 

一太郎 11   41 ライセンス＋ 1 パッケージ 

花子 11   41 ライセンス＋ 1 パッケージ 

・ロータス  1-2-3 2001  40 ライセンス＋ 2 パッケージ 

・NEC     PCSEMI 制御ソフト一式 40 ライセンス＋ 1 パッケージ 

NetgroupManager  50 ライセンス＋ 1 パッケージ 

 

（４）ハードウェア要件 



（資料 9 校内情報システム要求水準書） 

 12

① CAI 教室での 1年間の授業で利用される必要最小データ量は 800GB と想定さ

れているため、授業に使用するサーバには 800GB 以上のハードディスク容量

を確保すること。 

② CAI 教室で過去 2年間に授業で利用されたデータは、授業で再利用できるよ

う、直ぐに参照できる環境で保存すること。 

③ CAI 教室で利用する PC にはデスクトップタイプのものを用意すること。 

④ CAI 教室で利用する PC には A4 版程度のグラフィックタブレットを標準で用

意すること。 

⑤ CAI教室で利用するプリンタにはA0カラー対応の機種を少なくとも1台は用

意すること。 

⑥ CAI 教室で利用するプロジェクタは固定タイプのものものとする。 

⑦ 普通教室で利用する PC にはノートタイプのものを用意すること。 

⑧ 普通教室で利用するプロジェクタには可搬タイプのものを用意すること。 

⑨ 多目的ホール等で利用するプロジェクタには高輝度投射が可能な可搬タイプ

のものを用意すること。 

⑩ 生徒会室で利用する PC にはデスクトップタイプのものを用意すること。（保

守対象外とする。） 

⑪ 生徒会室で利用するプリンタにはカラー対応の機種を用意すること。（保守

対象外とする。） 

 

（５）運用上の要件 

① 生徒が授業で利用できるデータ等は、サーバに割り当てられた個人の領域で

のみ管理されること。 

② 商用電源停止、ディスク障害時および復旧時のサービス停止やデータの消失

を最小限に押さえるなどの迅速な障害対応の対策がとれること。 

③ 過去のデータを必要に応じて容易に利用できるよう、定期的なバックアップ

が行えること。 

④ 障害発生時や緊急時の対応のために、各 PC から必要となる各種電子マニュア

ルを検索し閲覧することができること。 

⑤ 運用・保守業務の軽減を図るため、各種要件を実現するハード・ソフトに関

しては操作・設定が容易なものを選定すること。 

⑥ 授業で利用し保存された個人データは、卒業時記録メディアにコピーし渡す

ことができるよう機器選定には考慮すること。 

 

3.2.3 職員業務用システムの要件 

職員業務用システムは別紙―１に示す職員業務用 LAN に接続する機器で構成

される。職員業務用システムの要件は以下のものとする。 

 

（１）機能的要件 

（1.1）情報共有機能 

① 学校内で情報の共有を行うために、教職員・生徒全員で参照でき自由に書き

込める電子掲示板が利用できる機能を有すること。 

② 職員間で教材資料の共有を行うために、教職員全員で参照でき自由に書き込

める電子掲示板が利用できる機能を有すること。 

③ 各 PC から個人のスケジュール管理を行えるよう、利用者が個人のスケジュー
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ルを検索し、登録・変更・削除できる機能を有すること。個人スケジュール

は、権限を有する利用者のみ登録・変更・削除ができること。 

④ 各 PC から学校のスケジュール把握できるよう、利用者が学校行事等のスケジ

ュールを検索し、参照できる機能を有すること。学校スケジュールは、権限

を有する利用者のみ登録・変更・削除ができること。 

⑤ 各 PC から学校内施設の予約を行えるよう、利用者がオンラインで会議室等を

検索し、予約・変更できる機能を有すること。 

⑥ 各 PC から学校内貸出可能な物の予約を行えるよう、利用者がオンラインで所

蔵品等を検索し、予約・変更できる機能を有すること。 

⑦ 学校内の各種行事や作成した教材等の情報を外部に公開するために、インタ

ーネットへの情報公開ができる機能を有すること。 

 

（1.2）管理・制御機能 

① 職員が利用する PC については、サーバにログインすることで利用者の権限が

一元的に管理できる機能を有すること。 

② オンラインによるサーバからのソフトウェア自動インストール、自動アップ

デートの対応が行える機能を有すること。 

 

（２）性能的要件 

① ソフト立ち上げ、データ処理が特定のサーバに集中して応答性が悪化し教材

作成や事務処理の流れを妨げることがない性能を有すること。 

② 教材作成や事務処理で用いるソフトウェアが各 PC 端末でスムーズに実行で

きる性能を有すること。 

例：２次元の画像処理、３次元の簡単なアニメーション処理等がスムーズに行

えること。 

③ 各 PC 端末でのインターネットを利用した授業の教材の準備などに支障をき

たさない性能を有すること。 

 

（３）ソフトウェア要件 

生徒一般用システムに記述した授業に用いるソフトの中で、職員業務用システ

ムでの必要数（ライセンス）を準備し、サーバまたは PC 端末（普通教室および

成績入力ブロックを除く職員室、校長室、事務室、電算室、進路指導室）にイン

ストールすること。 

現在市高が保有しているソフトウェアは生徒一般用システムに記述した通り

であり、保有ソフトウェアは今後も使用の継続を考慮し、原則として最新バージ

ョンへのアップグレードおよび残り必要数の新規購入を前提とする。 

   但し同様な機能を有し、操作性が優れたソフトウェアであれば市担当者との協

議の上、新たなソフトウェアを導入することも可能である。 

その他、職員業務専用システムで個別に必要とするソフトウェアは、生徒一般

用システムに記述したもの以外に、事務室にオアシスをインストールするものと

する。 

各教室毎の必要なソフトウェアおよび数量は別紙―２の通りである。 

 

（４）ハードウェア要件 

① 職員室で利用する PC にはノートタイプのものと、デスクトップタイプのもの
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を用意すること。デスクトップタイプのものは２台とし、CAI 教室の PC と同

程度の性能を有するものとする。 

② 電算室で利用する PC にはデスクトップタイプのものを用意すること。 

③ 電算室で利用するプリンタにはカラー対応の機種を用意すること。 

④ 校長室で利用する PC にはノートタイプのものを用意すること。 

⑤ 校長室で利用するプリンタにはカラー対応の機種を用意すること。 

⑥ 事務室で利用する PC にはノートタイプのものを用意すること。 

 

（５）運用上の要件 

① 生徒一般用 LAN からの不正侵入が行えないよう防護対策をとること。 

② 職員へのなりすましなどによる PC やサーバ、ネットワーク機器の不正利用に

よる情報の漏洩が起きないようシステムおよび運用規定により対応すること。 

③ 商用電源停止、ディスク障害時および復旧時のサービス停止やデータの消失

を最小限に押さえるなどの迅速な障害対応の対策がとれること。 

④ 過去のデータを必要に応じて容易に利用できるよう、定期的なバックアップ

が行えること。 

⑤ 障害発生時や緊急時の対応のために、各 PC から必要となる各種電子マニュア

ルを検索し閲覧することができること。 

⑦ 運用・保守業務の軽減を図るため、各種要件を実現するハード・ソフトに関

しては操作・設定が容易なものを選定すること。 

 

3.2.4 成績入力専用システムの要件 

成績入力専用システムは別紙―１に示す成績入力専用 LAN に接続する機器で

構成される。成績入力専用システムの要件は以下のものとする。 

 

（１）機能的要件 

（1.1）管理・制御機能 

① 職員が利用する PC については、サーバにログインすることで利用者の権限が

一元的に管理できる機能を有すること。 

② オンラインによるサーバからのソフトウェア自動インストール、自動アップ

デートの対応が行える機能を有すること。 

 

（２）性能的要件 

① 生徒の成績処理に必要なデータを入力・蓄積し、必要に応じて検索・編集作

業がスムーズにできる性能を有すること。 

② 成績入力・検索出力で用いるソフトウェアがスムーズに実行できる性能を有

すること。 

 

（３）ソフトウェア要件 

成績管理に用いるソフトを必要数（ライセンス）準備し、サーバまたは PC 端

末（職員室成績入力ブロック、電算室）にインストールすること。 

現在市高が保有しているソフトウェアは生徒一般用システムに記述した通り

であり、保有ソフトウェアは今後も使用の継続を考慮し、原則として最新バージ

ョンへのアップグレードおよび残り必要数の新規購入を前提とする。 

   但し同様な機能を有し、操作性が優れたソフトウェアであれば市担当者との協
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議の上、新たなソフトウェアを導入することも可能である。 

    その他、成績入力専用システムで個別に必要とする主要なソフトウェアは以下

の通りである。 

 

  ・成績管理ソフト    業界標準仕様のもの 

開発環境パッケージ  Visual Studio .net 

  

各教室毎の必要なソフトウェア数量は別紙―２の通りである。 

 

（４）ハードウェア要件 

① 職員室で利用する PC にはデスクトップタイプのものを用意すること。 

② 職員室で利用するプリンタにはカラー対応の機種を用意すること。 

③ 電算室で利用する PC にはデスクトップタイプのものを用意すること。 

④ 電算室で利用するプリンタにはカラー対応の機種を用意すること。 

 

（５）運用上の要件 

① 生徒の個人成績等、個人情報が漏洩しないよう十分な管理体制を構築するこ

と。 

② 成績処理用 LAN には、外部からアクセスできないよう固定 PC のみ接続を徹底

すること。 

③ 職員へのなりすましなどによる PC やサーバ、ネットワーク機器の不正利用に

よる情報の漏洩が起きないようシステムおよび運用規定により対応すること。 

④ 商用電源停止、ディスク障害時および復旧時のサービス停止やデータの消失

を最小限に押さえるなどの迅速な障害対応の対策がとれること。 

⑤ 過去のデータを必要に応じて容易に利用できるよう、定期的なバックアップ

が行えること。 

⑥ 障害発生時や緊急時の対応のために、各 PC から必要となる各種電子マニュア

ルを検索し閲覧することができること。 

⑧ 運用・保守業務の軽減を図るため、各種要件を実現するハード・ソフトに関

しては操作・設定が容易なものを選定すること。 

 

４． 保守運用等に関する要件 

（１）保守運用 

① 定期保守以外に、授業に影響が起きないよう障害対応について考慮するこ

と。 

② 障害対応については、学校側からの障害発生の通知に対し、障害の切り分

けから関係会社への修理依頼連絡、復旧の確認までを速やかに対応するも

のとする。 

③ また、インターネット接続事業者からの障害情報や保守情報、ウィルス情

報を遅滞なく学校側に連絡し、必要な対策を市担当者と協議の上実施する

こと。 

④ なお、障害により授業への影響が発生する場合は、代替措置を学校側に提

案し、協議の上実施すること。 

⑤ 職員・生徒が利用する、各教室の PC などのアドレス管理が容易に行えるこ

と。（アドレス体系の明確化、固定アドレス付与基準の設定、DHCP 設定な



（資料 9 校内情報システム要求水準書） 

 16

ど。） 

⑥ 新入生の受け入れ、生徒の進級、卒業、転校、教職員の転属にあわせてシ

ステム利用者の ID、パスワード発行対応を行うこと。 

⑦ 市担当者と協議の上、校内情報システム利用者の権限基準を明確にし、ID・

パスワード発行に併せ権限を設定すること。 

⑧ 校内 LAN の資源を有効に活用することを目的に市担当者と協議の上、デー

タ優先度の基準を明確にし、データの優先制御設定を行うこと。 

⑨ 校内 LAN 内部からの不正侵入防止を目的に、情報コンセントの空きポート

の管理方法を市担当者と協議の上決定し、必要な対策を実施すること。 

⑩ 市担当者と協議の上、校内 LAN からアクセスを禁止するサイトの基準を明

確にし、禁止サイトおよびキーワードの設定を定期的に行うこと。 

⑪ サーバディスク残量を定期的に確認し、必要に応じてバックアップを行う

こと。 

⑫ 保守運用内容についてはサービス・レベル・アグリーメント（SLA）を明確

にし、定量的な数値を明示すること。 

 

（２）利用者教育 

① 日常的な運用に関わる利用規定・マニュアル整備を行うこと 

② セキュリティ確保のための運用規定を整備し、利用者の不注意によりセキ

ュリティが損なわれることがないよう、定期的に教職員に対しシステム利

用規程について教育を行うこと。 

 

（３）その他事項 

IPV6 への対応など、将来の拡張性について設計時に配慮するとともに、技術

動向の変化について定期的に市担当者と協議し、システムの陳腐化に可能な範

囲で対応すること。 

 

５． 工事要件 

（１）光ファイバーケーブル工事 

① LAN の基幹部分にはマルチモード光ファイバーケーブルもしくはシングルモ

ード光ファイバーケーブルを敷設することができる。 

② 光ケーブルは適切な LAN 機器収納容器内で成端し、全ての芯を両端で SC コ

ネクターもしくは FC コネクタにて成端すること。 

③ ケーブル敷設においては局率半径を十分に検討すること 

④ ケーブルの要所には、プラスチック製又はファイバ製等の表示札等を取り付

け、管理番号・系統種別・行先等を表示すること。 

⑤ 将来の通信量の増加、ケーブルの障害発生に対応できる敷設方法をとること。 

⑥ 屋外敷設の場合には、ケーブルの埋設を実施すること。 

 

（２）UTP ケーブル工事 

① 建物内の基幹部分以外の接続についてはエンハンスドカテゴリ５規格の UTP 

ケーブルを敷設する。 

② 各 UTP ケーブルの教室内末端には情報コンセントを設置する。なお、サーバ

室のサーバについては情報コンセントを使用せず接続することも可能とす

る。 
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③ ケーブルは、配管又はダクト、メタルモール等により保護を行うこと。なお

天井内に敷設する場合は原則としてころがし配線とする。 

④ UTP ケーブルは屋外配線には使用しないこと。 

⑤ ケーブル敷設においては余長を十分に考慮すること。 

⑥ 壁面の情報コンセント取り付け箇所には、建築仕上げに合わせたフェースプ

レート等を使用し、美観を損ねることのないよう考慮すること。 

⑦ ケーブルの要所および端点には、プラスチック製又はファイバ製等の表示札

等を取り付け、管理番号・系統種別･行先等を表示すること。 

⑧ 情報コンセントのモジュラ部分付近には、管理番号を記入したラベルを貼り

付けること。 

⑨ 工事完了後には接続管理表及び設定表を提出すること。 

・接続管理表には、LAN 機器から最終接続機器間の接続状態が簡潔にわかる

よう記載すること。 

・設定表は、接続するネットワーク機器、サーバ、端末等の設定情報を一覧

表にまとめること。 

 

６． 準拠する法令や規格 

設計構築時に準拠する法令や規格等は設計図書に明記すること。 

 

 

 

 

 



（資料 9 校内情報システム要求水準書） 

 18

注１）情報 Bの授業（高等学校学習指導要領より） 
 

１  目      標 

  コンピュータにおける情報の表し方や処理の仕組み，情報社会を支える情報技術の役割や影響を理解させ，問題

解決においてコンピュータを効果的に活用するための科学的な考え方や方法を習得させる。 

 

２  内      容 

（1）  問題解決とコンピュータの活用 

ア  問題解決における手順とコンピュータの活用 

  問題解決においては，解決の手順と用いる手段の違いが結果に影響を与えること及びコンピュータの適切な活用

が有効であることを理解させる。 

イ  コンピュータによる情報処理の特徴 

  コンピュータを適切に活用する上で知っておくべきコンピュータによる情報処理の長所と短所を理解させる。 

（2）  コンピュータの仕組みと働き 

ア  コンピュータにおける情報の表し方 

  文字，数値，画像，音などの情報をコンピュータ上で表す方法についての基本的な考え方及び情報のディジタル

化の特性を理解させる。 

イ  コンピュータにおける情報の処理 

  コンピュータの仕組み，コンピュータ内部での基本的な処理の仕組み及び簡単なアルゴリズムを理解させる。 

ウ  情報の表し方と処理手順の工夫の必要性 

  コンピュータを活用して情報の処理を行うためには，情報の表し方と処理手順の工夫が必要であることを理解さ

せる。 

（3）  問題のモデル化とコンピュータを活用した解決 

ア  モデル化とシミュレーション 

  身のまわりの現象や社会現象などを通して，モデル化とシミュレーションの考え方や方法を理解させ，実際の問

題解決に活用できるようにする。 

イ  情報の蓄積・管理とデータベースの活用 

  情報を蓄積・管理するためのデータベースの概念を理解させ，簡単なデータベースを設計し，活用できるように

する。 

（4）  情報社会を支える情報技術 

ア  情報通信と計測・制御の技術 

  情報通信と計測・制御の仕組み及び社会におけるそれらの技術の活用について理解させる。 

イ  情報技術における人間への配慮 

  情報技術を導入する際には，安全性や使いやすさを高めるための配慮が必要であることを理解させる。 

ウ  情報技術の進展が社会に及ぼす影響 

  情報技術の進展が社会に及ぼす影響を認識させ，情報技術を社会の発展に役立てようとする心構えについて考え

させる。 

 

３  内容の取扱い 

（1）  内容の（1）については，（2）以降の内容の基礎となる体験ができるような実習を扱うようにする。アにつ

いては，問題解決の手順を明確に記述させる指導を取り入れるようにする。イについては，人間とコンピュータの

情報処理を対比させて，コンピュータの処理の高速性を示す例や，人間にとっては簡単な情報処理がコンピュータ

では必ずしも簡単ではない例などを体験できる実習を扱うようにする。 

（2）  内容の（2）については，コンピュータや模型などを使った学習を取り入れるようにする。ア及びイについ

ては，図を用いた説明などによって基本的な考え方を理解させることを重視するようにする。イのコンピュータ内

部での基本的な処理の仕組みについては，一つ一つの命令がステップで動いていることを扱う程度とする。アルゴ

リズムの具体例については，並べ替えや探索などのうち，基本的なものにとどめるようにする。ウについては，生

徒自身に工夫させることができる簡単な課題を用いて，実習を中心に扱い，結果を生徒同士で相互評価させるよう

な学習を取り入れるようにする。 

（3）  内容の（3）については，ソフトウェアやプログラミング言語を用い，実習を中心に扱うようにする。その

際，ソフトウェアの利用技術やプログラミング言語の習得が目的とならないようにする。ア及びイについては，基

本的な考え方は必ず扱うが，実習については，生徒の実態等に応じ，いずれかを選択して扱うことができる。アに

ついては，内容の（2）のイ，ウ及び（4）のアと関連付けた題材や，時間経過や偶然性に伴って変化する現象など

のうち，簡単にモデル化できる題材を扱い，数理的，技術的な内容に深入りしないようにする。 

（4）  内容の（4）のアについては，動作を確認できるような学習を取り入れるようにする。ウについては，情報

技術の進展が社会に及ぼす影響について，情報通信ネットワークなどを活用して調べたり，討議したりする学習を

取り入れるようにする。 

 


